
選定委員による採点

審　査　基　準
合計
配点

1 全体的事項

業務委託仕様書を踏まえた企画提案書となっているか。 ・本事業の趣旨を理解し、事業目的に沿った提案となっているか。 15

2 ＤＸについての理解等

提案する事業者がＤＸについての理解、県内企業へのＤＸ推進について、
十分な理解、知識を持っているか。

・提案事業者は、ＤＸの重要性、メリットを十分に理解し、ＤＸに対す
る深い知識があるか。
・提案事業者は、ＤＸ支援の実績があるか。

10

3 委託業務内容

県内事業者に対して実施する説明会の実施について。

・説明会の内容が理解しやすく、わかりやすく構成されているか。
・ＤＸ推進に関する外部人材が適切に用意されているか。
・説明会の参加者数を増やすための創意工夫がされているか。
・「ＤＸ認定」制度、申請手続きなど理解しやすい内容となっている
か。

伴走支援を実施する企業の募集及び選定について。
・県内企業に対してどのように募集を行うのか。
・どのような方法で対象企業を選定するのか。具体的な審査項目。

「みやざきＤＸ推進モデル企業」創出に向けた具体的な伴走支援の
内容について。

・伴走支援の内容について、どのような方法で行うのか。
・伴走企業に対して十分な支援体制となっているか。
・これまで他県での取組実績があるか。

「みやざきＤＸ推進モデル企業」の取組みに関する事例集につい
て。

・県内事業者が「みやざきＤＸ推進モデル企業」の取組みを知り、自社
のＤＸ推進に当たっての参考となる事例集様式など具体的なイメージ。

「みやざきＤＸ推進モデル企業」創出に係る一連の取組報告及び企
業間ネットワーク形成について。

・ＤＸセミナーでの報告に当たり、「みやざきＤＸ推進モデル企業」の
一連の取組について、創意工夫のある発表内容となっているか。
・「みやざきＤＸ推進モデル企業」間の相互交流の場や過去の「みやざ
きＤＸさきがけプロジェクト」参加企業等との企業間ネットワーク形成
をどのようにおこなうのか。

様々な参加者を想定し、デジタル技術の導入による変革（ＤＸ）を
より身近なものと感じてもらえる内容となっているか。

・基本的なデジタル技術の実装事例から各産業のＤＸ事例まで幅広く学
ぶことができる内容となっているか。
・登壇企業の選定は仕様書を踏まえた提案となっているか。
・セミナー講師の選定は適切か。
・無理の無いスケジュールとなっているか。
・オフライン、オンラインの使い分けが適切か。
・集客について創意工夫がなされているか。

4 体制、スケジュール

委託業務の実施体制は十分か。 ・委託業務を遂行するための体制が確立されているか。 5

全体を通して、計画的なスケジュールとなっているか。 ・求めている成果を実現するためのスケジュールが示されているか。 5

5 積算

経費は、経済的な積算となっているか。
・※以下の方法で計算し、採点する。
（※＝５×最も低い見積額÷審査対象者の見積額×補正係数）

5

100１から５の合計

審査基準表
みやざきＤＸ推進モデル企業創出事業　業務委託

審　査　項　目

（２）県内企業を対象としたＤＸセミナーの開催

15

（１）みやざきＤＸ推進モデル企業創出事業

　①　事業説明会の開催

　③　「みやざきＤＸ推進モデル企業」創出に向けた伴走支援の実施

15

　⑤　ＤＸセミナーでの成果報告等

5

　②　伴走支援業務対象企業の募集、選定

　④　県内企業のＤＸ推進に向けた事例集等のとりまとめ

5

10

10


